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永野 佳代 さん 細田 ユリ さん

◇新規就農者紹介◇
　農業担い手育成事業の「いるま地域明日の農業担い手育成塾」で約２年間の研修期間を経て、平成26
年５月から新たに女性農業経営者として仲間入りをした永野佳代さんです。永野さんは、福原地区で露地
野菜を中心に56aを耕作しています。
　「農業塾に入った頃は、農業に対し理想を追っていましたが、いざ農業経営者となって56aの農地を単
身で耕作するのは、かなり大変というのが実感です。でも、自分で選んだ道、いろいろな方々に助けられ念
願の農業経営者に。農業技術はまだまだ未熟ですが、地域にとけこみ、周りの先輩たちに教わりながら頑張っ
ていきたいと思います。」と決意を語ってくれました。圃場などで見かけましたらぜひ声を掛けてください。
　永野さんの隣は、細田さんです。細田さんは永野さんの圃場の所有者で永野さんが入塾したころからお
世話をしていただいた方です。今では「佳代ちゃん、ユリさん」と呼び合い、出荷なども一緒に同行してい
るそうです。

主 な 内 容
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平
成
25
年
11
月
11
日
に
川
越
市
長
へ

提
出
し
た
「
平
成
26
年
度
川
越
市
農
業

施
策
に
関
す
る
要
望
書
」
に
対
し
、
平

成
26
年
１
月
７
日
付
け
で
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
農
地
の
管
理
保
全
、
川
越
産

農
産
物
の
普
及
に
対
す
る
取
り
組
み
な

ど
の
要
望
の
う
ち
、
主
な
要
望
事
項
と

回
答
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

近
年
、
幹
線
道
路
か
ら
農
道
へ
多
数

の
一
般
車
両
が
進
入
し
、
農
作
業
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
交
通
量

の
増
加
に
伴
う
道
路
舗
装
の
悪
化
が
進

行
し
、
農
地
や
農
機
具
に
与
え
る
影
響

も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
農
作
業
の
効

率
化
と
生
産
性
向
上
の
た
め
、「
道
路
の

拡
幅
・
ゆ
ず
り
あ
い
道
路
の
設
置
」
等

の
安
全
対
策
を
早
急
に
講
じ
ら
れ
た
い
。

【
回　

答
】　

道
路
舗
装
の
悪
化
に
つ
き

ま
し
て
、
ご
要
望
の
趣
旨
を
踏
ま
え
順

次
、
舗
装
修
繕
を
実
施
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
要

望
い
た
だ
き
ま
し
た
「
ゆ
ず
り
あ
い
道

路
の
整
備
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
実
施

し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
頂
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
農

道
の
拡
幅
整
備
等
に
よ
る
安
全
対
策
に

つ
き
ま
し
て
は
、
市
内
の
各
地
域
の
実

情
や
、
整
備
の
効
果
等
を
勘
案
し
な
が

ら
順
次
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

農
業
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
農
業
後

継
者
の
育
成
は
不
可
欠
で
あ
る
。
農
業

後
継
者
が
経
営
を
安
定
さ
せ
、
魅
力
あ

る
農
業
が
継
続
し
て
行
え
る
よ
う
、
農

業
所
得
向
上
に
向
け
た
技
術
指
導
や
研

修
を
関
係
機
関
と
連
携
し
長
期
的
な
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。

【
回　

答
】　

国
で
は
農
業
者
が
現
在
に

お
け
る
自
ら
の
農
業
経
営
へ
の
取
り
組

み
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
農
林
水
産

省
が
定
め
た「
新
た
な
農
業
経
営
指
標
」

を
推
奨
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

経
営
の
安
定
を
図
る
取
り
組
み
の
推
進

を
図
る
と
と
も
に
、
国
、
県
が
開
催
す

る
研
修
会
な
ど
へ
の
参
加
や
、
農
業
関

係
機
関
へ
の
技
術
指
導
要
請
な
ど
、
関

係
機
関
と
連
携
し
た
営
農
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

農
家
の
敷
地
内
に
あ
る
農
業
用
施

設
（
農
業
用
倉
庫
、
農
作
業
場
等
）
は

農
業
を
営
む
上
で
欠
か
す
こ
と
の
出
来

な
い
施
設
で
あ
る
が
、
税
制
上
の
優
遇

措
置
は
講
じ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
農
業
者

に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
農
業
用
施
設
に
課
せ
ら
れ
る
固
定

資
産
税
の
減
額
に
つ
い
て
国
等
関
係
機

関
に
対
し
引
続
き
要
請
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

【
回　

答
】　

農
業
用
施
設
に
係
る
固
定

資
産
税
の
減
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
税
制
上
の
優
遇
措
置
は
講

じ
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
貴
会
か
ら

ご
要
望
を
受
け
平
成
23
年
度
に
本
市
と

い
た
し
ま
し
て
国
へ
要
望
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
本
年
度
も
10
月
11
日
に
埼

玉
県
市
町
村
税
務
協
議
会
を
通
じ
て
、

国
に
要
望
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
も
機
会
を
捉
え
て
国
等
に
要

望
内
容
を
伝
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

川
越
市
農
業
施
策
に
関
す
る

要
望
書
に
対
す
る
回
答

要
望
事
項
１

　

道
路
整
備
と
安
全
対
策

に
つ
い
て

要
望
事
項
２

　

担
い
手
の
確
保
と

農
業
経
営
の
支
援
に
つ
い
て

要
望
事
項
３

　

農
業
用
施
設
の
税
制
上
の

優
遇
措
置
に
つ
い
て
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本
年
も
農
地
基
本
台
帳
の
整
備
・
補

正
等
を
兼
ね
て
、
農
地
基
本
台
帳
調
査

票
を
農
業
経
営
面
積
が
10
ａ
以
上
の
世

帯
に
お
配
り
し
ま
す
。

　

農
地
基
本
台
帳
調
査
票
に
は
、
１
月

１
日
現
在
の
所
有
農
地
の
状
況
と
、
６

月
15
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ

く
家
族
構
成
（
世
帯
員
状
況
）
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
農
業
従
事

日
数
・
農
機
具
の
所
有
状
況
等
に
つ
い

て
は
、
平
成
25
年
度
の
農
地
基
本
台
帳

の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
容

を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
修
正
等
が
な
け

れ
ば
、
押
印
の
上
、
ご
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
別
世
帯
に
居
住
す
る
二
親
等

以
内
の
親
族
で
、
一
緒
に
農
業
に
従
事

し
て
い
る
方
が
い
る
場
合
に
は
、
調
査

票
に
必
ず
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
配
布
方
法
】

　

農
業
班
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
は
、

農
業
班
長
に
配
布
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。

　

農
業
班
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
か
ら
郵
送
し
ま
す
。

【
回
収
方
法
】

　

農
業
班
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
は
、

農
業
班
長
に
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
業
班
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯

は
、
各
地
区
の
市
民
セ
ン
タ
ー
又
は
農

業
委
員
会
事
務
局
へ
直
接
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
提
出
期
限
】　

７
月
31
日
（
木
）

【
注
意
点
】

　

調
査
票
第
２
表
の
中
の
地
目
が
田

又
は
畑
で
あ
っ
て
も
現
況
課
税
が
雑
種

地
・
宅
地
等
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

農
地
転
用
の
許
可
又
は
届
出
が
必
要
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

農
地
の
効
率
的
な
利
用
を
促
進
す
る

た
め
「
農
地
に
関
す
る
意
向
調
査
」
を

行
い
ま
す
。

　
「
農
地
基
本
台
帳
調
査
票
」
に
同
封

し
て
各
世
帯
に
お
配
り
い
た
し
ま
す
。

農
地
の
売
買
・
貸
借
等
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、対
象
農
地
の
地
番
を
記
入
し
て
、

署
名
、
捺
印
の
上
、
農
地
基
本
台
帳
調

査
票
の
提
出
の
際
に
あ
わ
せ
て
ご
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
８
月
に
農
地
利

用
状
況
調
査
（
遊
休
農
地
調
査
）
を
市

内
全
域
で
実
施
し
ま
す
。
是
正
の
必
要

が
あ
る
遊
休
農
地
に
つ
い
て
は
、
所
有

者
等
に
指
導
、
利
用
意
向
調
査
、
通
知
・

勧
告
等
を
農
業
委
員
会
が
一
貫
し
て
実

施
し
ま
す
。

　

遊
休
農
地
は
、
雑
草
の
繁
茂
に
よ
り

病
害
虫
の
発
生
源
と
な
り
、
周
辺
農
地

に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
病
害
虫
の
一
つ

の
例
と
し
て
、
カ
メ
ム
シ
の
被
害
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
カ
メ
ム
シ
（
斑
点
米
カ
メ
虫

類
）
は
、
稲
の
穂
を
吸
汁
し
玄
米
に
茶

褐
色
の
班
紋
を
作
り
ま
す
。
斑
点
米
が

１
粒
で
も
入
っ
て
い
る
と
、
米
の
検
査
規

格
に
お
い
て
、
１
等
米
か
ら
２
等
米
に
格

下
げ
と
な
り
販
売
価
格
が
下
が
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

ま
た
、
雑
草
の
繁
茂
に
よ
り
中
が
見

え
に
く
く
な
る
結
果
、
不
法
投
棄
を
さ

れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
ほ
か
、
火
災

や
防
犯
上
の
危
険
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
生
じ
さ
せ
る
原
因
と
な
り
、
所

有
者
自
身
に
不
利
益
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
最
低
限
、
草
刈
り
な
ど
の

保
全
管
理
を
必
ず
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
遊
休
農
地
の
解
消

に
向
け
て
指
導
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
の
で
、
農
地
所
有
者
等
の
皆
様
方

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
地
基
本
台
帳
の
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

農
地
に
関
す
る

意
向
調
査
を
行
い
ま
す

遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
て

（
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
）
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平
成
26
年
４
月
１
日
付
で
、
左
記

の
職
員
が
異
動
と
な
り
ま
し
た
。

【
出
　
向
】

○
こ
ど
も
未
来
部
こ
ど
も
育
成
課

　

副
課
長

　

山
崎　

明
美
（
管
理
担
当
主
幹
）

○
政
策
財
政
部
収
税
課
主
査

　

高
梨　

峰
継
（
調
整
担
当
主
任
）

【
新
　
任
】

○
事
務
局
長

　

後
藤　

泰
治
（
産
業
観
光
部
副
部

長
兼
農
政
課
長
）

○
管
理
担
当
主
幹

　

忍
田　

久
夫
（
保
健
医
療
部
保
健

所
健
康
づ
く
り
支
援
課
主
査
）

○
農
地
担
当
主
任

　

廣
川　

慎
司
（
都
市
計
画
部
開
発

指
導
課
主
任
）

【
退　

職
】

（
平
成
26
年
３
月
31
日
付
）

○
藤
間　

稔
（
事
務
局
長
）

農
業
委
員
会
事
務
局
人
事
異
動

川越市賃借料情報

　平成 21 年 12 月 15 日に施行されました農地法等の一部改正により、標準小作料制度が廃止
され代わりに農地法第 52 条に基づき、過去１年間に契約された賃借料の平均額などの賃借料情
報を提供することとなりました。
　本表は、あくまで参考であり、契約形態を決める場合は水利費等も含め貸主、借主でお互い
によく話し合ってきめてください。
〈賃貸借と使用貸借の設定の割合（平成 25 年１月から 12 月）〉
　賃貸借とは賃借料（物納含）の発生する農地の貸し借りのことです。使用貸借とは無償（タダ）の農地の貸し借り
のことです。
　川越市の農地の賃貸借と使用貸借の設定割合は以下のとおりです。

（上記表の集計上の注意点）
集計には、農地法と農業経営基盤強化促進法による賃借料を合算して集計しています。
データ数は、集計に用いた筆数です。
平均額の増減７０％を超える値は集計から除外しています。データ数５件未満の地区は表示しておりません。集計から使用
貸借権の設定、法人による賃借は除外しています。物納の場合　玄米６０㎏を１２,８００円に換算しています。

◆賃借料情報の地区別内訳（平成25年（１月から12月）の10aあたりの川越市内農地賃借料の平均・最高・最低額）◆
田 畑

単位（件） 単位（円） 単位（件） 単位（円）
データ数 平均額 最高額 最低額 データ数 平均額 最高額 最低額

市全域 141 7,900 16,700 2,500 15 13,440 26,200 6,600

芳野 42 8,300 15,500 4,400 15 13,440 26,200 6,600
古谷 21 8,700 16,700 6,600 － － － －

南古谷 － － － － － － － －
高階 － － － － － － － －
福原 － － － － － － － －
大東 － － － － － － － －

霞ヶ関 － － － － － － － －
名細 42 4,500 07,900 2,500 － － － －
山田 11 9,600 13,500 3,400 － － － －
川越 25 8,400 15,800 4,000 － － － －

賃貸借
43.1％

使用貸借
56.9％



農
業
委
員
異
動
の
お
知
ら
せ

全
国
農
業
新
聞
を

購
読
し
ま
せ
ん
か

　

平
成
26
年
４
月
９
日
（
水
）
東
京
都

文
京
区
「
椿
山
荘
」
に
お
い
て
、「
平

成
26
年
度
全
国
情
報
会
議
」
が
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
農
業
委
員
会
関
係
者
が

集
ま
り
、
情
報
交
換
の
場
と
し
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
席
上
に
お
い
て
川
越
市
農
業
委

員
会
が
昨
年
に
続
き「
全
国
農
業
新
聞

優
秀
農
業
委
員
会
」と
し
て
表
彰
さ
れ
、

ま
た
25
年
度
は
購
読
件
数
の
増
加
部
数

が
全
国
３
位
と
な
り「
普
及
拡
張
特
別
優

秀
農
業
委
員
会
表
彰
」も
受
け
ま
し
た
。

　

市
議
会
推
薦
及
び
い
る
ま
野
農
業
協

同
組
合
推
薦
の
農
業
委
員
に
次
の
と
お

り
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

【
退
　
任
】

　
（
平
成
25
年
12
月
18
日
付
）

市
議
会
推
薦

　

大
泉　

一
夫　

委
員

　

久
保　

啓
一　

委
員

　
（
平
成
26
年
６
月
13
日
付
）

い
る
ま
野
農
業
協
同
組
合
推
薦

　

岡
田　

武
司　

委
員

【
新
　
任
】

　
（
平
成
25
年
12
月
25
日
付
）

市
議
会
推
薦

　

山
木　

綾
子　

委
員

　

吉
田　

光
雄　

委
員

農
業
に
役
立
つ
情
報
が
満
載
で
す
。
ぜ

ひ
ご
購
読
く
だ
さ
い
。

【
発
行
日
】
毎
週
金
曜
日

【
購
読
料
】
月
６
０
０
円

全
国
情
報
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

人
・
農
地
プ
ラ
ン

作
成
事
業
に
つ
い
て

土
地
改
良
事
業
の

補
助
に
つ
い
て

（川越市を代表して表彰を受けた委員団）

5

　

現
在
農
業
は
、
高
齢
化
や
耕
作

放
棄
地
の
増
加
な
ど
で
５
年
後
、
10

年
後
の
農
業
の
展
望
が
描
け
な
い
状

況
で
す
。
そ
こ
で
人
と
農
地
の
問
題

解
決
に
向
け
た
国
の
施
策
と
し
て
、

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
作
成
事
業
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
と
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
今
後
の
農
業
を
誰
が

中
心
と
な
っ
て
担
っ
て
い
く
の
か
、
青

年
農
業
者
を
ど
の
様
に
地
域
に
定
着

さ
せ
て
い
く
の
か
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
農
業
の

あ
り
方
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

川
越
市
で
も
後
継
者
不
足
や
農
業
の

将
来
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
プ

ラ
ン
の
作
成
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
位
置
付

け
ら
れ
る
と
、
青
年
就
農
給
付
金
や

農
地
集
積
協
力
金
の
助
成
が
受
け
ら

れ
た
り
、
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
貸
付

当
初
５
年
無
利
子
化
（
認
定
農
業

者
対
象
）
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作

成
に
向
け
て
地
域
の
皆
様
の
ご
意
見

等
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
と
と
も
に
、

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
つ
き
ま
し

て
の
お
問
合
せ
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
農
政
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

土
地
改
良
事
業
（
用
排
水
路
の
整

備
・
農
業
用
井
戸
等
の
新
設
及
び
修

繕
）
を
実
施
す
る
共
同
施
行
者
に
対

し
て
、
事
業
費
の
一
部
を
補
助
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
政
課
（
本
庁
舎
５
階
）

２
２
４
―
５
９
３
９
（
直
通
）

農
政
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
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農委スポット情報では「農業に関する情報」を募集しています。
地域のイベント・取り組み等がありましたら、農業委員会事務局までご連絡ください。

未来のまど  －チャレンジ農業２０１４－ 
平成 26 年４月から埼玉県、ＪＡいるま野、川越市が共催する「いるま地域明日の農業担い手育成塾」
に入塾したお二人です。これから約２年間、塾の研修生として実際の農業を自身で体験し農業経営
者を目指します。

川越市マスコットキャラクター
ときも

　

農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に

従
事
す
る
60
歳
未
満
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

自
分
の
納
め
た
保
険
料
を
年
金
原
資

と
し
て
積
み
立
て
て
い
く
積
立
方
式
の

確
定
拠
出
型
年
金
で
、
少
子
高
齢
化
に

強
い
年
金
で
す
。

　

年
金
は
65
歳
か
ら
納
め
た
保
険
料
に

応
じ
て
終
身
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
60
歳
か
ら
の
繰
り
上
げ
受
給
も
可

能
で
す
。

　

仮
に
80
歳
に
な
る
前
に
亡
く
な
ら
れ

た
場
合
に
は
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
る

は
ず
だ
っ
た
年
金
額
を
、
遺
族
が
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
は
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７

千
円
ま
で
自
由
に
選
択
で
き
、
全
額
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
最
寄
り
の
農
協
、
ま
た
は

農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

　

農
業
委
員
会
事
務
局　

調
整
担
当

�

２
２
４
│
６
１
３
４（
直
通
）

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

柴田　洋佑 さん（31歳）
　水稲を経営基盤の中心とした農業経
営を計画しています。研修期間中に露
地野菜も勉強したいと考えています。
地元とのつながりを大事にして広域的
な農地経営を目指したいです。

牧野　圭輔 さん（30歳）
　露地野菜を経営基盤とした農業経営
を目指します。直売所への出荷を主な
販路と考えていますが、地元とのふれ
あいを大事にして庭先販売もしたいと
考えています。地元に早くとけこめる
ようにがんばります。

研修農地
福原地区

研修農地
名細地区


